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西三川砂金山とは
　西三川砂金山は、佐渡
最古の砂金山で、平安時
代後期の「今昔物語集」
に登場する産金の舞台に
なった場所と考えられて
います。この地域では山
を削り、水を利用した「大
流し」といわれる技術に
よって砂金を採っていま
した。砂金山は明治５年
に閉山しましたが、現在も砂金採掘の遺構が残されているほか、笹川
集落の人々は生業を鉱業から農・林業へと替え、今も集落を維持して
います。

～国の重要文化的景観選定～

～旧西三川小学校笹川分校を 
　　　　　　拠点施設として活用～

立
たてのこしやま
残山と笹川集落の景観

砂金取り体験の様子

改修後の旧西三川小学校笹川分校

取り組み①

取り組み②

　文化的景観とは、人が暮らし、
生業を育む中で、その地域の自
然や地形を巧みに利用して生み
出されてきた景観のことです。
　西三川砂金山を含む周辺の
エリアが、平成 23 年に国の重
要文化的景観に選定されました。
現在は、この景観を守り受け継
ぐために、歴史的建造物の修理
や修景などを行っています。

　文化的景観の重要な構成要素（建造物）になっている笹川分校は、
集落の人々が通う学校や行事の場として活用されてきました。この
建造物の保存と来訪者が集落を散策する際の拠点施設として活用す
るため改修を行い
ました。今後、西
三川砂金山に関す
る解説パネルを展
示し、ガイドツアー
をはじめ、さまざ
まなイベントの拠
点としても活用し
ていきます。


